
〒

日
本
郵
政
株
式
会
社
お
よ
び
傘
下

の
金
融
２
社
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

と
か
ん
ぽ
生
命
保
険
が
１１
月
５
日
に
同

時
上
場
し
た
。
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、
郵

便
局
の
窓
口
を
主
要
な
チ
ャ
ネ
ル
と
し

て
全
国
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
身
近

な
存
在
で
あ
る
が
、
近
年
は
か
つ
て
の

郵
便
貯
金
の
時
代
か
ら
目
ま
ぐ
る
し
く

そ
の
姿
を
変
え
て
き
た
。

巨
大
金
融
機
関
で
あ
る
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
は
、
上
場
に
よ
り
収
益
力
強
化
に
舵

を
切
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
民
間
金
融

機
関
に
と
っ
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

本
連
載
で
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
金

融
機
関
と
し
て
の
実
力
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
経
営
戦
略
に
つ

い
て
概
観
す
る
。

●

�
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
概
要

ま
ず
、
今
般
上
場
し
た
日
本
郵
政
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
か
ん
ぽ
生
命
に
つ
い

て
概
要
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
日
本
郵

政
は
持
株
会
社
で
あ
り
、
傘
下
に
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
金
融
）、
か
ん
ぽ
生
命

（
保
険
）、
日
本
郵
便
（
物
流
）
の
３

社
を
擁
す
る
。
２
０
１
５
年
３
月
期
の

連
結
ベ
ー
ス
で
の
資
産
総
額
は
２
９

５
・
８
兆
円
、
経
常
収
益
は
１４
・
２
兆

円
と
国
内
で
は
比
類
の
な
い
大
規
模
な

企
業
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

傘
下
の
事
業
会
社
に
つ
い
て
も
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
の
総
貯
金
残
高
は
１
７

７
・
７
兆
円
と
民
間
金
融
機
関
最
大
手

の
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ

ル
ー
プ
の
預
金
残
高
１
５
３
・
３
兆
円

を
も
上
回
る
。
か
ん
ぽ
生
命
が
保
有
す

る
個
人
保
険
の
件
数
も
１
３
５
３
万
件

と
国
内
最
大
規
模
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
大

規
模
な
企
業
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
た
の

は
、
か
つ
て
郵
便
事
業
や
貯
金
事
業
、

簡
保
事
業
と
い
う
郵
政
３
事
業
が
国
営

で
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
民
営
化
さ
れ
た
国
営
企
業
の
上

場
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
Ｊ
Ｒ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ

な
ど
の
例
が
あ
る
が
、
今
回
の
３
社
の

時
価
総
額
は
１０
兆
円
、
市
場
か
ら
の
調

達
額
は
１
兆
〜
２
兆
円
規
模
に
な
る
と

み
ら
れ
、
２１
世
紀
最
大
の
新
規
上
場
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
連
載
の
目
的
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
実
力
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
将
来
像

を
考
え
る
手
が
か
り
を
提
供
す
る
こ
と

に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
郵
政

グ
ル
ー
プ
の
中
で
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の

位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
歴
史
的
に
郵
政
事
業
が
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
現
在
の
姿
に
至
っ
た
か
を
把

握
し
て
お
く
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
は
３
社
同
時
上
場
に

至
る
ま
で
の
経
緯
を
簡
単
に
振
り
返
っ

て
お
き
た
い
。

定
額
貯
金
の
商
品
性
と

郵
便
局
数
の
増
加
で
残
高
拡
大

�
郵
便
貯
金
の
創
設
と
発
展

郵
便
貯
金
事
業
は
、
郵
便
事
業
の
創

設
か
ら
間
も
な
い
１
８
７
５
年
（
明
治

８
年
）
に
創
設
さ
れ
た
。
日
本
の
郵
便

事
業
の
父
、
前
島
密
が
郵
便
事
業
と
貯

金
事
業
を
兼
営
し
て
い
る
欧
州
の
事
例

を
参
考
に
し
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
設
立
趣
旨
は
、
近
代
的
金
融
機

関
が
全
国
的
に
未
発
達
な
状
況
の
も

と
、
国
民
に
簡
易
か
つ
確
実
な
少
額
貯

蓄
手
段
を
提
供
し
、
低
所
得
層
に
貯
蓄

を
生
み
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
郵
便
貯

金
で
は
貯
金
の
ほ
か
為
替
（
送
金
）
の

機
能
も
提
供
さ
れ
た
。

郵
便
貯
金
の
創
業
当
時
は
国
民
に
貯

蓄
の
習
慣
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
貯
蓄

教
育
が
普
及
す
る
に
従
い
、
郵
便
貯
金

の
残
高
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
郵
便
貯

金
は
、
�
国
営
で
あ
る
た
め
安
全
資
産

で
あ
る
、
�
全
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

持
つ
た
め
利
便
性
が
高
い
―
―
と
い
う

特
徴
を
持
っ
て
い
た
。

戦
後
復
興
の
過
程
で
郵
便
貯
金
は
量

的
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
財
政
投
融

資
の
原
資
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
よ
う

に
な
る
。
財
政
投
融
資
と
は
、
政
策
目

的
の
実
現
の
た
め
に
行
わ
れ
る
政
府
の

投
融
資
活
動
で
あ
る
。

郵
便
貯
金
や
年
金
積
立
金
は
大
蔵
省

資
金
運
用
部
に
預
託
さ
れ
、
財
政
投
融

資
制
度
を
通
じ
て
国
が
公
団
や
公
庫
な

ど
の
特
殊
法
人
に
対
し
て
有
償
資
金
を

提
供
。
特
殊
法
人
が
そ
れ
を
原
資
と
し

て
事
業
を
行
い
、
一
定
期
間
経
過
後
に

資
金
を
償
還
す
る
。
こ
の
財
政
投
融
資

の
「
資
金
の
入
口
」
と
し
て
、
郵
便
貯

金
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ

っ
た
。

郵
便
貯
金
は
戦
後
の
経
済
成
長
と
と

も
に
残
高
が
増
加
し
、
１
９
６
０
年
に

は
１
兆
円
を
超
え
た
。
こ
れ
は
当
時
の

Ｇ
Ｎ
Ｐ
１６
・
６
兆
円
の
約
６
％
に
相
当

す
る
。
１
９
６
０
年
代
前
半
の
公
社
債

投
信
を
中
心
と
す
る
証
券
ブ
ー
ム
で
郵

便
貯
金
増
加
の
伸
び
は
一
時
鈍
化
し
た

も
の
の
、
１
９
６
５
年
の
証
券
恐
慌
を

境
に
再
び
個
人
金
融
資
産
は
預
貯
金
へ

と
向
か
っ
た
。
増
加
の
伸
び
で
は
、
郵

便
貯
金
は
銀
行
の
個
人
預
金
を
上
回
っ

た
が
、
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が

あ
っ
た
。

第
一
は
、
郵
便
貯
金
の
主
力
で
あ
る

定
額
貯
金
の
商
品
性
で
あ
る
。
定
額
貯

金
は
最
長
１０
年
間
の
預
入
期
間
で
金
利

は
預
入
時
の
利
率
が
半
年
複
利
で
元
加

さ
れ
、
高
い
利
回
り
が
保
証
さ
れ
て
い

た
。
６
カ
月
の
据
置
期
間
が
過
ぎ
れ
ば

随
時
払
戻
し
が
可
能
で
あ
り
、
流
動
性

も
具
備
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
定
額
貯
金
の
特
異
な
商

品
性
は
、
戦
時
中
に
国
民
貯
蓄
の
増
強

を
図
る
た
め
に
設
計
さ
れ
、
戦
後
の
数

回
に
わ
た
る
改
正
後
に
も
そ
の
基
本
的

構
造
が
引
き
継
が
れ
た
た
め
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
。
預
入
時
の
金
利
が
最
長
１０

年
間
適
用
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
金
利
の
低
下
局
面
で
は
銀
行

預
金
な
ど
か
ら
大
量
の
資
金
シ
フ
ト
が

生
じ
た
。

第
二
は
、
郵
便
局
数
が
毎
年
増
加
し

た
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
の
護
送
船
団
式

の
金
融
行
政
の
も
と
で
、
銀
行
の
支
店

開
設
は
極
め
て
抑
制
的
に
認
可
さ
れ
て

い
た
の
に
対
し
、
郵
便
局
は
無
集
配
局

●短期集中連載●

徹徹底底解解剖剖！！

郵政民営化の見直しなど
紆余曲折を経て上場に至る
第１回 日本郵政グループ３社の上場までの経緯
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